
令和元年（2019年）５月３日第２０９号 ひらつか議会だより

ン
ト
な
ど
の
際
に
引
き
戸
を

オ
ー
プ
ン
に
し
、
屋
内
外
が
一

体
と
な
っ
た
空
間
を
演
出
で
き

る
点
な
ど
が
評
価
さ
れ
た
。
設

計
・
建
設
に
関
す
る
事
項
で

は
、
多
目
的
ホ
ー
ル
が
公
園
と

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
を
つ
な

ぐ
こ
と
が
で
き
、
小
規
模
コ
ン

サ
ー
ト
や
パ
ブ
リ
ッ
ク
ビ
ュ
ー

イ
ン
グ
の
利
用
な
ど
の
提
案
が

評
価
さ
れ
た
。

問
　
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に

つ
い
て
伺
う
。

都
市
整
備
部
長
　
市
民
セ
ン

タ
ー
の
解
体
工
事
は
31
年
４
月

以
降
に
着
手
し
、
32
年
３
月
の

完
了
を
予
定
し
て
い
る
。
平
塚

文
化
芸
術
ホ
ー
ル
と
見
附
台
公

園
の
整
備
は
34
年
３
月
の
供
用

開
始
に
向
け
、
31
年
度
に
工
事

着
工
の
予
定
で
あ
る
。

問
　
設
計
に
入
る
前
の
段
階
で

あ
れ
ば
、
若
干
の
修
正
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
考
え
方
を
取
り
入

れ
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
。

都
市
整
備
部
長
　
設
計
の
段
階

で
ま
だ
ま
だ
反
映
で
き
る
部
分

も
あ
る
。
こ
れ
ま
で
に
73
件
の

意
見
な
ど
も
も
ら
っ
て
い
る
。

そ
れ
ら
を
ど
の
よ
う
に
反
映
で

き
る
か
引
き
続
き
事
業
者
と
協

議
し
て
い
き
た
い
。

問
　
市
民
セ
ン
タ
ー
条
例
を
改

正
し
、
ど
う
変
わ
る
の
か
。

市
民
部
長
　
名
称
や
使
用
料
の

変
更
の
ほ
か
、
今
ま
で
よ
り
も

多
く
利
用
で
き
る
よ
う
に
休
館

日
を
月
１
回
と
年
末
年
始
に
し

た
。
開
館
時
間
は
、
市
民
セ
ン

タ
ー
よ
り
も
30
分
延
長
し
て
午

後
10
時
ま
で
と
し
て
い
る
。

問
　
事
業
者
か
ら
年
４
回
の
イ

ベ
ン
ト
の
開
催
が
提
案
さ
れ
て

い
る
が
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う

な
内
容
か
。

市
民
部
長
　
音
楽
、
子
供
と
家

族
、
市
民
創
造
、
舞
台
表
現
の

四
つ
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
例
え

ば
４
月
に
平
塚
音
楽
フ
ェ
ス
、

７
月
に
七
夕
ア
ン
ド
キ
ッ
ズ

フ
ェ
ス
、
10
月
に
市
民
創
造

フ
ェ
ス
、
１
月
に
平
塚
舞
台
ま

つ
り
を
実
施
す
る
。
こ
の
よ
う

な
も
の
を
開
館
の
翌
年
度
か
ら

中
長
期
的
に
実
施
し
て
い
く
と

い
う
提
案
が
あ
っ
た
。

見
附
台
周
辺
地
区�

整
備・管
理
運
営
事
業

（
Ａ
・
Ｃ
ブ
ロ
ッ
ク
）

問
　
平
成
30
年
７
月
か
ら
事
業

者
の
募
集
を
行
い
、
選
定
委
員

会
の
結
果
を
踏
ま
え
、
大
和
情

報
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社
を
代
表

企
業
と
す
る
グ
ル
ー
プ
を
優
先

交
渉
権
者
と
し
て
決
定
し
た
。

こ
の
グ
ル
ー
プ
か
ら
の
提
案
内

容
に
対
す
る
講
評
を
伺
う
。

都
市
整
備
部
長
　
事
業
全
体
に

関
す
る
事
項
で
は
、
地
区
全
体

を
「
ひ
ら
つ
か　

み
っ
け
」
と

ネ
ー
ミ
ン
グ
し
、「
毎
日
立
寄

り
た
く
な
る
」「
い
つ
も
何
か

を
や
っ
て
い
る
」
と
す
る
事
業

コ
ン
セ
プ
ト
と
し
、
地
域
と
連

携
し
た
イ
ベ
ン
ト
開
催
に
よ
る

継
続
し
た
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
の

提
案
な
ど
が
評
価
さ
れ
た
。
施

設
計
画
に
関
す
る
事
項
で
は
、

多
目
的
ホ
ー
ル
と
ホ
ワ
イ
エ
を

公
園
に
面
し
て
配
置
し
、
イ
ベ

総括清
風
ク
ラ
ブ

　今定例会では、11人の議員が議案
や市政を問う ｢総括質問｣ を行いま
した。
　詳しい質問内容は、会議録をご覧
ください。

★�質問者の文責により質問と答弁の要旨
を掲載しています。

平塚市議会議長

山原　栄一

議 長 ダ イ ア リ ー

　議長の出席した主な
会議などをお知らせし
ます。（２月～４月）

◦２月４日　湘南地方市議会議長会
◦�３月10日　ひらつかパラスポーツ
フェスタ開会式
◦３月23日　平塚市展表彰式
◦�３月24日　ひらつか市民スポーツ
フェスティバル開会式
◦�３月28日　平塚商工会議所通常議
員総会
◦�３月31日　崇善公民館・ひらつか
市民活動センター落成記念式典
◦�４月27日　平塚市緑化まつり開会
式

「
平
塚
市
都
市
農
業�

振
興
基
本
計
画
」か
ら

問
　
新
規
就
農
者
の
確
保
・
育

成
に
は
農
業
支
援
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
相
談
窓
口
の
活
用
が
重
要
で

あ
る
。
拡
充
も
含
め
、
そ
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

産
業
振
興
部
長
　
平
成
28
年
度

か
ら
Ｊ
Ａ
湘
南
の
５
支
所
で
出

張
相
談
窓
口
を
開
設
し
、
30
年

度
は
更
に
２
支
所
で
開
設
し

た
。
今
後
は
開
設
時
間
や
場
所

な
ど
の
運
用
体
制
も
工
夫
し
、

新
規
就
農
や
農
地
の
貸
し
借

り
、
農
業
経
営
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
相
談
に
対
応
し
て
い
く
。

問
　
農
業
者
の
高
齢
化
や
後
継

者
不
足
に
よ
り
作
業
委
託
が
増

え
る
状
況
の
中
で
、
新
し
い
農

作
業
受
託
組
織
の
設
置
が
求
め

ら
れ
る
。
農
作
業
受
託
組
織
へ

の
支
援
拡
充
に
つ
い
て
伺
う
。

産
業
振
興
部
長
　
30
年
度
か
ら

は
、
農
地
の
保
全
作
業
を
受
託

メ
ニ
ュ
ー
に
加
え
た
体
制
を
整

え
、
必
要
な
機
材
の
購
入
費
を

補
助
し
た
。
今
後
も
資
機
材
の

導
入
な
ど
を
支
援
し
、
新
組
織

の
設
立
に
向
け
た
地
域
と
の
話

し
合
い
を
進
め
、
受
託
業
務
の

拡
大
な
ど
、
組
織
強
化
に
向
け

た
支
援
に
つ
な
げ
て
い
く
。

問
　
都
市
農
業
振
興
基
本
計
画

に
、
直
売
所
の
活
性
化
や
イ
ベ

ン
ト
を
活
用
し
た
販
売
な
ど
、

農
業
者
自
ら
が
直
接
販
売
す
る

さ
ま
ざ
ま
な
機
会
の
充
実
を
支

援
す
る
と
あ
る
が
、
そ
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

産
業
振
興
部
長
　
農
業
者
と
市

内
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど

と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
や
個
人
の
直

売
所
の
設
置
支
援
、
軽
ト
ラ
・

フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
の
会
員
拡
充
、

イ
ベ
ン
ト
で
の
販
売
機
会
の
拡

充
な
ど
を
進
め
、
農
業
者
自
ら

の
販
売
活
動
を
支
援
す
る
。

問
　
更
な
る
マ
ッ
チ
ン
グ
や
６

次
産
業
化
を
推
進
し
、
農
産
物

の
付
加
価
値
向
上
を
図
る
こ
と

は
、
こ
れ
か
ら
の
本
市
農
業
に

と
っ
て
重
要
な
施
策
と
な
る
。

そ
の
取
り
組
み
を
伺
う
。

産
業
振
興
部
長
　
規
格
外
品
な

ど
の
未
利
用
農
産
物
は
、
他
業

種
と
の
連
携
に
よ
る
加
工
食
品

化
に
よ
り
、
有
効
に
活
用
す
る

こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
た

め
、
他
業
種
と
の
連
携
や
新
商

品
の
開
発
な
ど
、
状
況
に
応
じ

た
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
、
専
門
家

の
派
遣
、
研
究
開
発
や
商
品
Ｐ

Ｒ
に
関
す
る
費
用
の
助
成
を

行
っ
て
い
る
。

▼
こ
の
ほ
か
の
質
問
　
認
知
症

総
合
施
策
の
推
進　

平
塚
高
村

団
地
及
び
そ
の
周
辺
地
域
に
お

け
る
地
域
医
療
福
祉
拠
点
整
備

モ
デ
ル
地
区
構
想
に
つ
い
て　

湘
南
平
魅
力
ア
ッ
プ　

デ
ジ
タ

ル
サ
イ
ネ
ー
ジ

高
齢
者
の
免
許
返
納

推
進
に
つ
い
て

黒
部 

栄
三 

議
員

問
　
本
市
の
高
齢
化
率
は
27
％

を
超
え
た
。
高
齢
者
は
加
齢
に

よ
り
動
体
視
力
の
低
下
や
、
身

体
機
能
の
変
化
、
ま
た
認
知
機

能
の
低
下
も
懸
念
さ
れ
る
。
地

域
公
共
交
通
網
形
成
計
画
（
素

案
）
が
出
さ
れ
た
が
、
平
塚
駅

を
中
心
と
し
て
放
射
状
に
伸
び

る
バ
ス
路
線
は
充
実
し
て
い
る

も
の
の
、
一
部
公
共
交
通
の
空

白
地
域
・
不
便
地
域
の
解
消
が

課
題
で
あ
る
。
高
齢
者
の
運
転

免
許
証
返
納
を
積
極
的
に
推
進

す
る
た
め
、
運
転
経
歴
証
明
書

の
発
行
手
数
料
や
、
バ
ス
事
業

者
が
発
行
し
て
い
る
「
か
な

ち
ゃ
ん
手
形
」
の
購
入
費
、
電

動
ア
シ
ス
ト
自
転
車
の
購
入
費

を
補
助
す
る
な
ど
と
と
も
に
、

公
共
交
通
の
空
白
地
域
・
不
便

地
域
の
解
消
に
早
期
に
取
り
組

む
べ
き
で
は
な
い
か
。

交
通
政
策
担
当
部
長
　
平
塚
警

察
署
と
協
力
し
て
開
催
し
て
い

る
高
齢
者
を
対
象
と
し
た
交
通

安
全
教
室
で
運
転
免
許
証
の
自

主
返
納
に
つ
い
て
の
講
話
を
行

う
と
と
も
に
、
県
警
察
の
高
齢

者
運
転
免
許
自
主
返
納
サ
ポ
ー

卜
制
度
を
周
知
す
る
な
ど
、
高

齢
者
が
加
害
者
と
な
る
交
通
事

故
を
防
ぐ
た
め
の
取
り
組
み
を

実
施
し
て
い
る
。
運
転
免
許
証

の
自
主
返
納
を
推
進
す
る
た
め

の
補
助
制
度
創
設
に
つ
い
て
は

警
察
と
連
携
し
な
が
ら
研
究
し

て
い
く
。
ま
た
、
運
転
免
許
証

の
自
主
返
納
を
推
進
す
る
た
め

に
は
、
返
納
後
の
移
動
手
段
と

な
る
公
共
交
通
の
確
保
も
重
要

で
あ
る
。
既
存
の
路
線
バ
ス
の

維
持
・
強
化
や
新
規
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
交
通
の
導
入
、
住
民
主
体

の
地
域
内
移
送
の
推
進
な
ど
の

施
策
を
地
域
公
共
交
通
網
形
成

計
画
（
素
案
）
に
も
位
置
付
け

て
い
る
。
地
域
の
意
見
を
聴
き

な
が
ら
交
通
事
業
者
や
関
係
機

関
と
連
携
し
て
公
共
交
通
の
空

白
地
域
・
不
便
地
域
の
解
消
に

努
め
て
い
く
。

成
人
年
齢
変
更
後
の��

成
人
式
に
つ
い
て

問
　
平
成
34
年
４
月
か
ら
民
法

の
成
年
年
齢
が
20
歳
か
ら
18
歳

に
な
る
が
、
来
年
に
は
成
人
式

に
出
席
す
る
年
齢
を
確
定
す
る

必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

健
康
・
こ
ど
も
部
長
　
成
人
式

の
実
施
方
法
に
つ
い
て
早
い
時

期
に
市
民
へ
周
知
し
た
い
。
国

が
成
人
式
の
時
期
や
在
り
方
に

つ
い
て
31
年
度
末
を
目
途
に
ま

と
め
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
情
報

も
参
考
に
準
備
す
る
。

▼
こ
の
ほ
か
の
質
問
　
行
財
政

改
革　

真
田
、
北
金
目
地
区
の

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て　

Ｓ
Ｎ

Ｓ
を
利
用
し
た
道
路
通
報
シ
ス

テ
ム　

天
皇
即
位
に
よ
る
10
連

休
へ
の
対
応

「
夢
あ
る
未
来
」
平
塚
を
創
る

片
倉 

章
博 

議
員

事業者から提案された見附台
周辺地区全体イメージ。今後
の協議で詳細が決まっていく。

平
塚
の
農
業
を
も
っ
と
元
気
に

須
藤 
量
久 

議
員

清風クラブ 所 属 議 員

佐藤 貴子 議員 坂間 正昭 議員野崎 審也 議員 諸伏 清児 議員


